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令和４（2022）年度 中部環境パートナーシップオフィス運営業務 年間報告書 

■ 概 要 版 ■  
※掲載したデータは全て2023年3月20日時点集計。 

 

■ 業務実施計画の作成 
⚫ 令和４年度業務実施計画等を作成し、EPO中部ウェブサイト及び中部地方 ESD活動支援センターウェブサイトに掲

載、公開した（https://www.epo-chubu.jp/about/target ）。 
 

■ ESD/EPO運営委員会の設置・開催 
⚫ 下記の通り、２回の会議を開催し、EPO業務・ESD業務について意見交換及び諮問を行った。 

会議 開催日 主な議事等 

ESD/EPO運営委員会 

第 1回会議 
5月 25日 

オンライン 

運営委員会設置要領について／2022 年度業務実施計画について／EPO・

ESD業務の事務局案について 

第 2回会議 
1月 31日 

オンライン 
2022年度に実施した EPO・ESD業務について 

 

■ 基本業務 

■ ホームページの更新及び維持管理 
 

ＵＲＬ 
年間更新 

回数・計 

年間アクセス数(ページビュー数) 単位：件 

2022年度 2021年度 2020年度 2019年度 2018年度 2017年度 

EPO中部 

ウェブサイト 
http://www.epo-

chubu.jp 
538回 30,437 32,185 ＊ 501,670 ＊ 860,157 ＊ 279,316 ＊ 335,028 

中部地方 ESD活

動支援センター

ウェブサイト 

https://chubu.es

dcenter.jp 
216回 10,738 13,575 13,132 12,251 10,612 4,857 

※ 2020 年度に実施した EPO 中部ウェブサイトのリニューアルの際に、アクセス数の照会元を Google アナリティクスに移行。（従来の

照会元であるサーバー会社によるアクセスレポートが特殊なシステムでページビュー数を集計していたため、一般的なページ

ビュー数を把握できる Google アナリティクス参照に変更した。）上表中の＊印の数値は、サーバー会社のアクセスレポートによる

データである。 

■ 収集・整理・蓄積した情報の発信 
⚫ 発行済みメールマガジンのバックナンバーは、EPO 中部ウェブサイトに掲載しており、閲覧が可能である。

（https://www.epo-chubu.jp/mail-magazine ）EPO中部／中部地方 ESD活動支援センターの第６期リーフレットを作成した。 

 記事数・計 

掲載記事数 

冒頭部 
イベント 

関連 

ツール・コンテン

ツ 

助成金・ 

表彰等 
その他 

2022年度に配信メルマガ 

(毎月第２火曜日発行) 
290 21 121 26 105 17 

■ 照会・相談対応（年間合計件数） 
⚫ 相談件数、来館数は増加していないが、地域からの講師等としての招聘、地域主体との打合せなど施設外へ出向

く打合せ等（及びオンライン打合せ）の件数は増加している。 

照会・相談対応 対話の体制の構築 
照会・相談

対応の延べ

件数 

＋ 

対話の体制

の構築件数 

相
談
に
対
し
支
援
対

応
等
を
行
っ
た
案
件

の
事
例
件
数
※
１ 

照
会
・相
談
対
応
等

の
延
べ
件
数 

 会
議
・セ
ミ
ナ
ー
等

地
域
活
動
へ
の
招
聘 

そ
の
他
打
合
せ
や
地

域
主
体
と
の
意
見
交

換
等 来

館
件
数 

延
べ

件
数
※
２ 

 メ
ー
ル
・ 

電
話
に
よ

る
相
談(

広
報
依
頼

等) 

延
べ
件
数
※
２ 

相
談
・照
会
、

資
料
配
架
依

頼
等 

会
議
利
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40 276 76 43 33 200 62 99 437 

※１）事例件数：最初の連絡から対応終了までの（その間の連絡・打合せ等を含めた）案件ごとにカウントした数。 

※２）延べ件数：同じ案件・用件での来館、メール・電話等であっても、個別に回数をカウントした数。 

■ 施設・設備の維持管理（年間施設利用件数） 

業務実施日数 開館日数 来館者数 来館件数 
メール・電話による 

問合せ件数 

262日 231日 139人 79件 200件 
 

https://www.epo-chubu.jp/about/target
http://www.epo-chubu.jp/
http://www.epo-chubu.jp/
https://chubu.esdcenter.jp/
https://chubu.esdcenter.jp/
https://www.epo-chubu.jp/mail-magazine
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■ 協働取組の促進のための業務 

■ 2022年度に主催したローカル SDGs／地域循環共生圏がテーマのイベント・会合 
区分 エリア 設営 開催日 参加者 催事名称／テーマ 実施内容等 

①地域循環共

生圏フォーラム 

長野県 

諏訪市 

リアル・ 

YouTube 

11月 

23日 

会場 37名 

YouTube 

21件 

地域循環共生圏フォーラム inSUWA 

「諏訪広域エリアのもり・さと・かわ・う

みビジョン」 

• 諏訪地域の活動団体（一社）諏訪広域

脱炭素イノベーション協会と共催。 

• 「地域ビジョンづくり」ワークショップを実

施。 

②ローカルSDGs/

地域循環共生

圏ワーキング 

（中部） zoom 
12月 

15日 
17件 

ローカル SDGs/地域循環共生圏セミ

ナー「SDGs17 ゴールの紐づけの先へ 

あなた・地域・社会の変容に向けて」 

• 自治体職員向けセミナーとして企画。 

• SDGsチェックリストを活用した SDGsの

我がごと化ワークショップを実施。 

③協働コーディ

ネーターと連携

した実践活動 

長野県 

長野市 

芋井地区 

リアル 
11月 

5日 

午前 25名 

午後 16名 

信州ローカル SDGs勉強会 

災害に強い地域づくりワークショップ 

• 協働コーディネーター山室氏との連携

企画。 

リアル 
2月 

26日 
15名 

こどもの自然体験、野外保育・ESD 教

育✕国立公園の資源活用 

• 地区の豊かな自然環境、環境学習施

設を活かした子どもたちの自然体験や

探究活動のあり方等を考える勉強会を

実施。 

④環境白書を

読む会 
（中部） zoom 

9月 

13日 
71件 

なごや環境大学オンラインセミナー 

環境白書から SDGs実践へ 2022 

• なごや環境大学に協力して共催。 

• EPO中部が司会。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 活動主体へのフィードバック（活動見える化プログラムの活用） 
⚫ EPO 中部が支援・連携した活動を対象に、独自ツール「活動見える化プログラム」の分析チャート図を作成し、関連

イベントで解説するなどして活用した。 

【作成した活動見える化チャート】長野県長野市芋井地区集落の事例「芋井リビングラボの取組」 

 

①地域循環共生圏フォーラム inSUWA 
「諏訪広域エリアのもり・さと・かわ・うみ

ビジョン」 

②ローカルSDGs/地域循環共生圏セミナー
「SDGs17ゴールの紐づけの先へ 

 あなた・地域・社会の変容に向けて」 

③協働コーディネーターと連携した実践活
動：信州ローカル SDGs勉強会 
災害に強い地域づくりワークショップ 
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【作成した活動見える化チャート】作成した SDGs未来都市３自治体のうち 

福井県鯖江市：さばえ SDGs推進センターの地域への SDGs取組促進 

 

■ 地域循環共生圏の創造に資するための推進業務 

■ 地域プラットフォームの環境整備支援等業務 
⚫ 地域循環共生圏づくりプラットフォーム構築事業の採択団体への支援として、事業着手にあたってのヒアリング実施

と、ヒアリング結果をもとにした支援計画シートの作成、各団体が主催するステークホルダーミーティングの実施支

援などを行った。 

⚫ 11 月に中部ブロックの中間共有会を EPO 中部主催で開催し、中部の採択団体（３団体）、卒業団体（１団体）による

取組状況等の報告会を行った。 

⚫ このほか、卒業団体の一つ「おわせ SEA モデル協議会」を対象にしたフォローアップ調査を 12 月に実施し、その内

容を取りまとめたヒアリング結果シートを作成し、全国事務局へ提出した。 

【新規団体を対象にした事業着手時ヒアリングの実施】 

活動団体名 実施日／場所 ヒアリング項目 

ローカルSDクリエーション

（PF丹南） 

（福井県丹南地区） 

2022年4月21日／ 

しらやまいこい館 

（福井県越前市） 

Q.1：本事業を通じて、形成するプラットフォームのイメージとは？ 

Q.2：地域循環共生圏を実現した地域の姿・イメージとは？ 

Q.3：今年度の取り掛かり、何をどこまでやるか？ 

Q.4：事業を進める上での資源や強みとは？ 

Q.5：事業を進める上での課題とそれを解決するための方策などは？ 

Q.6：事業を進めるにあたっての協力者・ステークホルダーは？ 

荒山林業（PF大町） 

（長野県大町市） 

2022年4月19日／ 

荒山林業 

（長野県大町市） 

【活動団体主催ステークホルダーミーティングの実施支援】 

活動団体名 実施日／場所・方法 EPOが実施した支援等 

ななおSDGsスイッチ 

（PF七尾） 

2022年9月22日／ 

七尾商工会議所 

及びオンライン 

⚫ SDGs未来都市についての簡易な説明（資料作成・配布） 

⚫ 岐阜市（SDGs未来都市及びモデル事業に選定）による2021年度主催

催事での取組発表動画の上映 

荒山林業 

（PF大町） 

2022年12月／ 

白馬にて合宿形式

で実施 

（地域視察を行いつつ、地域資源の抽出ワーキングを実施） 

※ 実施後に団体側が本会合をステークホルダーミーティングに位置づけ

た。 

ローカルSDクリエーション

（PF丹南） 

2023年1月18日／ 

赤坂みらい塾 

⚫ ディスカッション用の模造紙、カラーペン、付箋等のワークショップツー

ルの準備 

⚫ オブザーバー参加、ファシリテーション補助 
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【中間共有会の開催】 
区分 エリア 設営 開催日 参加者 催事名称／テーマ 実施内容等 

⑤ＰＦ事業中間

共有会（中部ブ

ロック会合） 

（中部） 

会場： 

長野県 

大町市 

ハイブ

リッド 

11月 

18日 

～ 

19日 

クローズド 

２２名 

地域循環共生圏づくりプラットフォーム

構築事業 中間共有会（中部ブロック

会合） 

• ＰＦ事業採択団体（中部３団体）による

取組の中間報告会として実施。 

• 2 日目には、開催地・大町市の団体の

案内で、活動地の山林、ＳＨの木工家

の工房等を視察。 

 

■ 森里川海生態系ネットワーク形成会合の開催 
区分 会合 設営 開催日 参加者 催事名称／テーマ 備考 

森里川海生態

系ネットワーク

形成会合 

OECM 

情報交換

会 

zoom 
11月 

8日 

クローズド 

55件 
OECMに関する情報交換会 

• 主に自治体を対象にした OECM、及び「自然共生

サイト（仮）」の情報共有を目的にした会合。 

• 県による関連制度等の紹介と意見交換を実施。 

OECM

フ ォ ー ラ

ム 

zoom ・

YouTube 

1月 

25日 

zoom 

62件 

ＹｏｕＴｕｂｅ 

206件 

生物多様性主流化フォーラム

in 中部｢OECM を通じた企業

の生物多様性保全活動｣ 

• 参加者一般公募のフォーラムを開催。 

• 試行サイト企業３社による取組紹介等のほか、参

加者からの質問を交えたトークセッションを実施。 
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■ 地域循環共生圏パートナーシップ基盤強化事業 

区分 会合 設営 開催日 参加者 催事名称／テーマ 備考 

地域循環共

生圏パート

ナーシップ基

盤強化事業 

三重県 

尾鷲市 

会合 

リアル 
1月 

20日 

企業 63社 

参加者 128名 

令和４年度 おわせ SEA モデ

ル説明交流会 

「企業・金融機関等とのパート

ナーシップによる尾鷲市ロー

カル SDGs実現に向けて」 

• ＰＦ事業卒業団体支援を目的にした団体と企業・

金融機関の交流・マッチングの場として企画。 

福井県 

丹南地区 

会合 

リアル 
2月 

7日 

クローズド 

11名 

丹南エリアにおける 

里山里海ワイズユース×地

域ビジネス情報交換会 

• 地域活動団体と金融・経済団体を交えた情報交換

会を企画。 

• 会場：地域活動者が営業する古民家レストラン。 

• PF 団体、地域活動者、日本政策金融公庫、武生

商工会議所関係者等が参加。 

東海 

セミナー 

webex ・

YouTube 

3月 

6日 

webex61件

YouTube 55件 

地域脱炭素の実現に向けた

金融機関向けセミナー • 財務局、経産局、中部地方環境事務所、EPO中部

主催の脱炭素セミナー。 

• 金融機関、企業が登壇し、脱炭素経営と地域づく

りをテーマにしたディスカッション等を実施。 
信州 

セミナー 

webex ・

YouTube 

3月 

14日 

webex22件

YouTube 62件 

地域脱炭素の実現に向けた

金融機関・事業者向けセミ

ナー 
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■ 地域循環共生圏の担い手（団体等）との関係構築 
⚫ 地域での地域循環共生圏に通じる担い手を把握し、関係性を構築することを目的にヒアリングを実施し、情報提供

等も行った。 

対象団体 一般社団法人日本環境 NPOネットワーク（Jens-Net） 

実施日・方法 2023年 2月 9日に、Jens-Net５名と EPOで情報交換を実施 

 

■ 中部地方 ESD活動支援センター業務 

■ 中部地方 ESD活動支援センターの運営・推進 
⚫ 前年度策定の中部地域の「第６期 ESD 推進計画」をもとに、中部地方 ESD 活動支援センターの業務内容等を検討し、

業務実施計画に反映した。 

■ ESD活動に関するネットワークの構築 
区分 エリア 設営 開催日 参加者 催事名称／テーマ 備考 

① ESD/SDGs

推進ネットワー

ク地域フォーラ

ム 

（中部） 
ハイブ

リッド 

12月 

5日 

クローズド 

会場 13人 

zoom13件 

中部の地域 ESD 拠

点の活動情報共有

と意見交換（クロー

ズド開催） 

▪ ESDの背景 講師：大鹿聖公先生（愛教大） 

▪ コーディネーター：古澤礼太先生（中部大） 

▪ ESD 推進ネットワーク、EPO 中部、中部 ESDC 活動

内容の紹介 

②SDGs 学生

サミット 
（中部） 

オンラ

イン 

2月 

4日 

学 生 等

(zoom)76

件 

YouTube視

聴 40件 

ユ ー ス に 対 す る

SDGs 活動交流を通

じた ESD の場の設

営 

▪ SDGs関連活動に取り組む大学生チーム（７大学） 

▪ 基礎自治体、NPO等との SDGs取組とのコラボ 

③自然資産を

活かした ESD

ダイアログ 

福井県 

勝山市 

ハイブ

リッド 

11月

26日

-27

日 

会場 42人 

YouTube11

件 

恐竜渓谷ふくい勝山

ジオパークESDダイ

アログ 2022～自然

資産を教材とした

SDGs 教 育 と は

（オープン） 

▪ 恐竜渓谷ふくい勝山ジオパークがホスト役で開催 

▪ 第 12 回日本ジオパーク全国大会白山手取川大会

の成果を受け議論 

▪ 中部エリアのジオパーク関係団体、地元 ESD 関係

者 

▪ コメンテーター：水谷瑞希先生（信州大学） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 域内外の多様な主体の連携促進、交流の機会の提供 
区分 エリア 設営 開催日 参加者 催事名称／テーマ 備考 

学び合い

の場① 
（中部） 

オンラ

イン 

8月 

25日 
zoom60件 

気候危機に立ち向かう

地域や市民のありかた

を考える 

▪ 気候危機の科学とリスク・社会を変えるには：江守 正

多先生（東京大学、国立環境研究所） 

▪ 脱炭素社会を見えるものに～市民目線のまちづくり

～：木原浩貴先生（総合地球環境学研究所） 

学び合い

の場② 
（中部） 

オンラ

イン 

9月 

1日 
zoom61件 

気候危機問題か ら

SDGs地域づくり・人づく

りを考える 

▪ 気候危機に立ち向かい持続可能なまちづくりを目指

す：杉山範子先生（名古屋大） 

▪ 気候危機ひとづくりまちづくりに関わる話題提供：福井

県大野市くらし環境部環境・水循環課、坂井市総合政

策部まちづくり推進課 

実 践 活

動 

福井県 

大野市 

ハイブ

リッド 

11月 

25日 

会場 30人 

zoom21件 

脱炭素のまちづくり・人

づくりワークショップ 

▪ 気候変動ワークショップ体験①「ミステリー」 

▪ 気候変動ワークショップ体験②「ジグソー」 

▪ ディスカッション（体験内容を普及させていくために） 

▪ ファシリテーター：水上聡子氏（アルマス・バイオコスモ

ス研究所） 

▪ 総括：佐藤真久先生（東京都市大） 

②SDGｓ学生サミット ③恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク ESD ダイアログ
2022～自然資産を教材とした SDGs教育とは 
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区分 エリア 設営 開催日 催事名称／テーマ 備考 

SDGs 社

会 教 育

研究ワー

キング 

会場： 

①富山市 

②福井市 

③EPO 

リアル 

①6月 21日 学び合いプロジェクト検討、

評価 

ワークブック試行版内容検討 

クローズ開催 

▪ 中部大・古澤先生、PEC とやま・堺氏、アルマス・バイ

オコスモス研究所・水上氏※2021年度メンバーと同じ 

▪ 3 回目ゲストアドバイザー 佐藤真久先生（東京都市

大） 

②9月 26日 

③12月 20日 

   

 

 

■ 「（仮）中部版 ESDワークブック」（試行版）の作成 
⚫ 中部地方ローカル SDGsを担う人材育成に役立つ ESD情報ツールパッケージとして、「（仮）中部版 ESDワークブッ

ク」（試行版）を、昨年度作成したワークブック（プロトタイプ版）の改訂原稿をもとに作成した。 

 

■ 教育現場の実態把握と連携強化 

⚫ SDGs の取組と ESD 実践の専門家、推進を目指す教育現場関係者にヒアリングを実施し、連携強化と情報収集を

行った。 

調査対象 ESDの現状の課題について（抜粋） 

専

門

家 

大鹿聖公氏 

愛知教育大学 理科教育講座

教授  

○ESD・SDGsの取組の今後の支援や期待 

  例えば教員研修で「ESD ってなに」研修を行うことは考えられるが、おそらく教員は忙しくて参

加しないだろう。 

  各自治体の教育長、教育委員会の委員の方がある意味で「ESD 研修」の意義があるかもしれ

ない。地域づくりに ESDは不可欠と認識してもらえば、教育現場に意見できる立場なので。 

教

員

等 

田開寛太郎氏 

松本大学大学院 総合経営研

究科／総合経営学部 観光ホ

スピタリティ学科 

専任講師  

○ESD・SDGsの取組の今後の支援や期待 

  立教大学の遠山地区での社会教育分野の ESD 支援は地域づくりについて大きな貢献をして

いる。例えば飯田市、飯田信金、長野県地域振興局では、地域づくりについて SDGs を鍵にし

て推進するための環境文化都市づくり プラットフォーム事業「うごくる」を来年度から立ち上げ

ると聞いている。こうした ESD的な社会教育支援が広がるとよい。 

  学生活動への支援があるといい。学生自身がやりたいことを地域に入り込んで活動できるよう
な支援体制があるといいのではないか。 

愛知県東浦町立緒川小学校 

（全校的に ESD に取組んでい

るユネスコスクール認定の小

学校） 

○ESD/SDGsの取組の今後の支援や期待 

 当校でも大学生や地域の方に来てもらっているが、環境ボランティアの出張授業などの支援

があればありがたい。 

 SDGs は 2030 年までなので、それ以降の社会を示す目標が必要。子どもサミットなどで現場

から目標を作る活動などがあってもよいのではないか。 

 

 

学び合いの場①（８月開催時） 
気候危機に立ち向かう地域や市民の
ありかたを考える 

実践活動 
脱炭素のまちづくり・人づくりワークショップ 

SDGs社会教育研究ワーキング① 
（６月開催時） 
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■ ESD/EPOの行事を通じた行動変容の把握 

■ 代表的な行事後の行動変容の把握 
⚫ EPO業務、ESD業務、及び地域循環共生圏業務で連携等した関係主体に簡易ヒアリングを実施し、イベント業務等

の各業務における成果として、関係者・登壇者等の行動変容について把握する調査を実施した。 

業務 
2023年 1月 20日開催・令和４年度 おわせ SEAモデル説明交流会 

企業・金融機関等とのパートナーシップによる尾鷲市ローカル SDGs実現に向けて 

対象 おわせ SEAモデル協議会 事務局（尾鷲市政策調整課内） 

内容 

・ 

結果 

  財務省、国交省のほか、県と市の全ての関係部署からの参加があり、非常に有意義な会合となった。 

  説明交流会では、おわせ SEA モデルによる発電所の跡地活用のみではなく、港湾活用、ゼロカーボンシティに関わる市

の取組も紹介した。 

  説明交流会の場ですぐに新しいプロジェクトが生まれるわけではないが、地域の企業と企業が交流することで、新しい企
業間のつながりが生まれ、後に市の地域活性化へとつながる事業が今回の交流会を一つのきっかけにして創出されて

いけばと期待をしている。 

業務 2022年 11月 25日開催・気候変動社会教育実践セミナー 

対象 
一般社団法人環境市民プラットフォームとやま（PECとやま）事務局長堺氏 

（当日のワークショップサポートの一人として助言及びファシリテーターを担当） 

内容 

・ 

結果 

  ワークショップが「俯瞰的」、「合理性」を重視したものであり、システム思考教育に有効なことがよくわかった。一般の参加
者も図を作りながら「なるほどね」と発話するなど、知らず知らずのうちに芋づる式に「つながり」の気づきがあったと思わ

れる。 

  表層的、マニュアル的、メニュー的な行動に陥るのではなく、こうしたシステム思考による理解と行動が SDGs、気候変動

には不可欠だと感じた。 

  富山ユネスコ協会が「気候変動教育」に興味を示しており、何らかの形で連携した取組を推進したいと考えている。 

（ほか４件／計６件のヒアリングを実施） 

■ 地域循環共生圏及びローカル SDGs実践状況等の評価 
⚫ ローカル SDGs 実践状況等の評価指標ツールの作成業務として、昨年度から EPO 中部では「SDGs 指標物語」の

構築に取り組んでいる。 

⚫ 「SDGs指標物語」構築にあたっては、既存の評価メニュー、プログラム等の事例・情報の収集を行った。 

⚫ また、今年度は試行的に２事例で実践活用を行った。 
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試行的な実践事例（２事例） 

事例①：合同会社ローカル SDクリエーション（PF丹南）による里山保全活動 

 

事例②：芋井地区住民自治協議会（長野県長野市）による「いもいリビングらぼ」の取組 
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■ 関係主体との連携及び協働に関する業務 

■ 中部地方環境事務所との情報共有及び意見交換 
⚫ 中部地方環境事務所の担当官との定期的な打合せを毎月（計 12 回）実施し、業務の進捗状況、方向性などについ

て協議を行った。 

⚫ 日々の業務について、毎月、所定の様式の報告書を作成し、中部地方環境事務所へ提出した。 

■ 中部地方環境事務所が開催する外部評価委員会への対応 
⚫ 中部地方環境事務所が２月 28日に実施した外部評価委員会に出席し、作成資料の説明等を行った。 

【外部評価委員会に提示した 2022年度 EPO中部業務の説明資料（2023年 1月末時点作成）】 

 

■ 環境白書を読む会への企画協力 
⚫ 中部地方環境事務所、なごや環境大学及び EPO中部主催による「環境白書を読む会」を 9月 13日にオンライン開

催し、EPO中部は広報展開などの支援を行ったほか、当日の司会進行を行った。 

■ 全国ユース環境活動発表大会への参画 
⚫ 全国ユース環境活動発表大会実行委員会（環境省／独立行政法人環境再生保全機構／国連大学サステイナビリ

ティ高等研究所）が主催する「全国ユース環境活動発表大会」の中部大会の審査委員として、EPO 中部からは

ESD/EPO運営委員である水上聡子氏を推薦した。 

⚫ 12月 11日開催の中部大会には、EPO中部スタッフもオブザーバー参加した。 

■ 記者発表等のメディア対応 
⚫ 11 月 23 日開催・地域循環共生圏フォーラム in SUWA「諏訪広域エリアのもり・さと・かわ・うみビジョン」では、地元

新聞社２社が取材参加し、記者からの質問対応等を行った。 
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⚫ 11 月 25 日開催・地域づくりのための気候変動社会教育実践セミナー「脱炭素のまちづくり・人づくりワークショップ」、

11 月 26 日開催・恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク ESD ダイアログ 2022「自然資産を教材とした SDGs 教育とは」に

も地元新聞社の参加があり、取材対応を行った。 

 

 

 

■ 全国・各地方とのネットワークの活用及び連携の確保・強化 
⚫ 全国の地方 EPO・GEOC・ESD 活動支援センター等から招請のあった全ての会議・イベント等（オンライン含む）に出

席した。 

 

令和４（2022）年度 

中部環境パートナーシップオフィス運営業務 

年間報告書＜概要版＞ 

発行：環境省中部地方環境事務所 

作成：中部環境パートナーシップオフィス 

   （運営受託：一般社団法人環境創造研究センター） 
（2023年 3月） 
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【参考】2022 年度業務一覧 

 


